
令和６年度第３回亀有地域観光拠点施設地域検討会全体会 

次第 

 

令和７年１月 23 日（木）午後６時 

亀有地区センター ホール 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 議  題 

 

＜報告事項＞ 

（１）今年度事業の進捗について 

①地域回遊・連携について 

②サイン整備について 

③広報・PR について 

④グッズ開発について 

（２）来年度実施事項について 

 

＜協議事項＞ 

（１）来年度以降の体制について 

 

４ 今後の予定 

 

５ 配布資料 

 【資 料 １】地域回遊・連携について（報告） 

 【資 料 ２】サイン整備について（報告） 

 【資 料 ３】広報・PR について（報告） 

 【資 料 ４】グッズ開発について（報告） 

 【資 料 ５】来年度実施事項について（報告） 

【資 料 ６】来年度以降の体制について 

【資 料 ７】ご意見シート 

 【参考資料】亀有地域観光拠点施設地域検討会委員名簿 

【参考資料】亀有地域観光拠点施設ワーキンググループ委員名簿 

 

 

 



地域回遊・連携について

報告事項 資料１



１．デジタルスタンプラリー

＜全体に関わる事項＞
 実施期間

Ⅰ期︓令和７年３⽉22日（土）から６⽉29日（日）まで
Ⅱ期︓令和７年６⽉30日（⽉）から９⽉28日（日）まで
Ⅲ期︓令和７年９⽉29日（⽉）から12⽉31日（水）まで
Ⅳ期︓令和８年１⽉１日（⽊）から３⽉31日（火）まで
※４⽉以降の実施は、令和７年度予算の成⽴が前提となります。

１

デジタルスタンプラリーのポイント

・駅、記念館などで配布するチラシのＱＲコードを読み取りエントリー
・設定するスポットに設置されているＱＲコードを読み、クイズに正解すると
スタンプＧＥＴ
・こち⻲記念館のストーリーを連動
・スタンプは漫画のコマ。集めて１ページ分の漫画を作っていく



１．デジタルスタンプラリー
＜Ⅰ期の内容＞
 ストーリー

両さんが部⻑に内緒で勝⼿に「こち⻲記念館」を作ってしまった!!

そんな秘密が部⻑にバレたと知った両さんは、「ヤバい︕」とばかりに記念館を⾶び出し、
⻲有中を全⼒で逃げ回る⼤騒ぎに発展︕案の定、部⻑の怒りは爆発。「両津ーー︕お前を絶
対に捕まえてやるーー︕」と、⾎相を変えて追跡を開始︕
逃げ⾜の早い両さんはそう簡単には捕まりませんが、しかし部⻑も負けじと、怒りをエネ

ルギーに全⼒で追いかけます。
参加者の皆さんには、両さんが逃げ回った⾜跡をたどるデジタルスタンプラリーに参加し

てください。
逃げる両さん、追いかける⼤原部⻑…果たしてこの終わらない追いかけっこの結末はどう

なるのか︖ドタバタと笑いが詰まった「こち⻲」の世界を、ぜひ体感してください︕

２



１．デジタルスタンプラリー
 スポット

こち⻲記念館、ゆうろーどサービスカウンター、こち⻲ゲームぱ〜く、
⻲有公園、曳⾈川親水公園、⻲有北⼝商店会、少年両さん像、
薔薇と麗⼦像、敬礼両さん像（計10か所）
※こち⻲グッズ取扱店舗などは、設定するルートの中に組み込むよう検討し
ています。

 ノベルティ
こち⻲のイラストを使⽤したアクリルキーホルダー

ストーリーは期ごとだけでなく、Ⅰ期からⅣ期にかけて起承転結を意識して検討
しています。
スポット、ノベルティについては、Ⅱ期以降変更する想定です。

３



２．プレイベント（①単発イベント）
 実施目的

こち⻲記念館の開館に向けた期待感を⾼めるため、開館記念イベントの実施を
予定している宮前通りにおいて、イベントを実施するもの。
 日時

令和７年１⽉25日（土）11:00〜15:30

 会場
施設前⾯道路（宮前通り）

 内容
飲食物の提供（キッチンカー等）
ステージ（ジャズ演奏等）
まったりコーナー（こたつ、芝生等）

このほか、同時開催の商店街イベントと連携し、
パフォーマーによる回遊も実施します。

４



２．プレイベント（②ラリーイベント）
 実施概要

こち⻲グッズ及びグルメを販売している店舗を回るラリーイベントを実施する。
 日時

令和７年１⽉25日（土）から２⽉16日（日）まで
 内容

こち⻲グッズ及びグルメを販売している店舗を紹介するパンフレットを作成。
該当店舗でこち⻲グッズ及びグルメを購⼊した⽅にスタンプを押印し、２個
以上集めた⽅は商品が当たるくじに参加できる。

 賞品
こち⻲記念館⼊館券 10名程度
こち⻲グッズ ５名程度

５



３．開館記念式典及びイベント
 開催日

令和７年３⽉22日（土）10:00〜12:00（予定）
※リリオパーク会場は15:00まで（予定）

 会場
施設前⾯道路（宮前通り）、⻲有リリオパーク

 内容
○宮前通りで実施 ○⻲有リリオパークで実施
・記念式典 ・区⽴⼩中学校による記念演奏等
式辞、祝辞、テープカット、 ・飲食物の提供（キッチンカー）
フォトセッション 〇ラリーイベント
・記念イベント ・こち⻲グッズ、グルメ取扱店舗を
芸人によるトークショー 巡るラリーイベント

６



４．内覧会
 開館前に内覧会の実施を予定しています

委員の皆様にもご来場いただきたく、ご案内を後日お送りいたします。

○日程
令和７年３⽉上旬〜中旬
この期間のうち、カテゴリごとに分けて
複数日で受⼊予定です。
※ご案内は後日送付いたします。

７



サイン整備について

報告事項 資料２



１．サイン整備
 概要

凡例
既設公共サインへのサイン装飾 ・・・５か所

商店街灯へのサイン装飾 ・・・７か所

東京電⼒地上設備へのサイン装飾・・・２か所

⻲有公園内へのサイン装飾 ・・・１か所

路⾯サイン装飾 ・・・５か所

こち亀記念館

１

⻲有駅を中⼼に、記念館やこち⻲銅像等を案内する誘導サインを整備します。
【設置位置図】



１．サイン整備
 整備内容
○東京電⼒地上設備

２

宮前通りに設置されている東京電⼒地上設備に、記念館までの距離を⽰すサインを装飾します。



１．サイン整備
 整備内容
○床⾯シート

３

路⾯5か所に、⾜跡をイメージした眉⽑モチーフを設置し記念館への誘導機能を持たせます。



１．サイン整備
 整備内容
○公共サイン

４

⻲有駅南北の総合案内サインの盤⾯・誘導案内の更新、キャラクターを活⽤した案内表⽰も⾏います。



１．サイン整備
 整備内容
○商店街灯

５

商店街灯（７か所）へ装飾します。表⾯は記念館への誘導、裏⾯にはこち⻲名所案内機能を持たせます。



１．サイン整備
 整備内容
○⻲有公園

設置イメージ ６

⻲有公園北側に、撮影スポット機能を備えた⼤型の漫画本型のサインを設置します。



広報・PRについて

報告事項 資料３



１．これまでの取組

１

時期 実施事項
令和６年６⽉ 公式Instagramの開設

８⽉ 週刊少年ジャンプ合併号（こち⻲記念館特集・作品内での紹介）
10⽉ こち⻲記念館開館告知チラシ配布開始

公式X（旧Twitter）の開設
⻲有まつりでの出展

11⽉ ⻲有駅改札前看板の更新
2024台北国際旅⾏博でのチラシ配布（セブンアンドアイクリエイ
トリンク様との協働により、アリオブースにて配布）

令和７年１⽉ 週刊少年ジャンプ合併号（こち⻲記念館特集）
ティザーサイト開設

今後も、SNSの活⽤やイベント出展を⾏いつつ、週刊少年ジャンプへの掲載について集英
社と協議していくとともに、フィッシャーズによる動画配信など、継続したPRを実施し
ていきます。



２．SNS運⽤実績など
 概要

7/1に施設公式Instagramを開設、次いで11/5に施設公式X(旧Twitter)を開設しました。定期的な投稿で、
こち⻲記念館や地域のPRを進めています。また、施設公式サイトを本日開設しました。

 実績（令和７年１⽉16日時点）

Instagram 投稿数15 フォロワー数3,219

X(旧Twitter) 投稿数８ フォロワー数1,048

投稿例

２

Instagram X(旧Twitter) 施設公式サイト



グッズ開発について

報告事項 資料４



１．こち⻲記念館グッズ
 地場産業コラボグッズ

 コラボ以外のグッズ

両津勘吉モンチッチ
ぬいぐるみ

Sサイズ（H約20㎝）
2Lサイズ（H約80㎝）
※2Lはスペシャル商品等

両津勘吉モンチッチ
ラバーマスコット

○セキグチ

注染⼿拭
（100cm×36cm）

⼤⾵呂敷
（90cm×90cm）

１

こち⻲記念館で販売する地場産業コラボグッズは、各社・集英社と協議・開発を進めています。

※箱へのイラスト使⽤も検討中です。

⼤人の鉛筆
鉛筆屋のシャープペン
鉛筆屋のボールペン

○東京和晒 ○北星鉛筆

クリアファイル、ふせん、ポチ袋、トートバッグ、スマホリング、ステッカーを制作中です。
施設ロゴやこち⻲のイラストを使⽤したデザインとします。



２．開発支援
 現状

グッズ、グルメを含め、14店舗（22商品）から申請をいただいています。現在は版権元による監修中
です。

 販売開始時期
監修の進捗によりますが、こち⻲記念館の開館には間に合うよう調整中です。

 PR⽅法
こち⻲記念館でのPRのほか、プレイベントでのラリースポットとして設定する など、様々な⽅法で

PRを⾏います。

 その他
来年度についても、実施に向けて予算要求中です。

 商品例

２



来年度実施事項について

報告事項 資料５



来年度実施事項（区）
令和７年度実施事項は以下のとおりです。
このほかにも、運営事業者と連携した地域イベントへの出展やPR、こち⻲記念館
での原画企画展などを実施していきます。

１

地域回遊・連携 広報・PR グッズ開発

デジタルスタンプラリー ○ 約300万円

１周年記念イベント ○ 約1,000万円

台湾向けPR ○ 約500万円

亀有駅前円柱広告 ○ 約100万円

記念館オリジナルグッズ制作 ○ 約1,300万円

店舗による商品開発支援 ○ 約500万円

合計額 約1,300万円 約600万円 約1,800万円 約3,700万円

項目
カテゴリ

予算額



 移動図書館
 両さん新聞の発⾏
 地域防災訓練への参画
 イベント出展 など

来年度実施事項（運営事業者）
運営事業者（アクティオ）による、来年度事業案です。
以下に記載するもの以外にも引き続き検討し、実施していきます。

２



来年度以降の体制について

協議事項 資料６



１．協議事項
こち⻲記念館に関する検討事項については、これまで「地域検討会」及び「ワー
キンググループ」として協議してきました。
令和７年３⽉22日にこち⻲記念館が開館することに伴い、今後施設をどう活⽤し
ていくか、どうPRしていくかを引き続き協議する必要がございます。
そこで、来年度（令和７年度）以降については、「（仮称）地域協議会」として
建付け直し、引き続き皆様からご協⼒いただきたいと考えております。

 これからの体制
 委員の選出⽅法
これらについて、ご意⾒いただければと考えております。

１



２．来年度以降の体制
これまでは有識者として⼩室会⻑に⼊っていただいておりましたが、記念館の開
館を契機に、今後は地域の皆様から会⻑を選出いただき、進めていきたいと考え
ております。

⻲有地域観光拠点施設地域検討会・ワーキンググループ （仮称）地域協議会

２
このほか、新たにメンバーについても検討します。
また、おいでよ⻲有など、他の観光イベントとの連携なども積極的に実施していきます。



３．委員の選出⽅法・今後のスケジュール
 現在携わっていただいている地域検討会及びワーキンググループの皆様には、
是非ご参加いただきたいと考えております。
そのため、まずは皆様に、来年度の参加について意思確認をさせていただきま
す（強制ではありません）。

 その際、他に推薦できる⽅がいる場合には、そちらについてもご記載いただけ
るような形にいたします。

 今後のスケジュールは以下のとおり想定しています。

３
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ご意見シート

氏名

ご意見がありましたらご記載ください。

※FAXの場合
令和７年１月31日（金）までに以下担当までお送りください。
葛飾区産業観光部観光課　松谷・武田あて
FAX番号：０３－３８３８－５５５１

資料７


